
令和 3 年度 国際漁業資源の現況 27 クロカジキ 太平洋 

Copyright (C) 2022 水産庁 水産研究・教育機構 All Rights Reserved 
27― 1 

クロカジキ 太平洋 
（Blue Marlin Makaira nigricans） 

 

管理・関係機関 

中西部太平洋まぐろ類委員会（WCPFC） 
北太平洋まぐろ類国際科学委員会（ISC） 
全米熱帯まぐろ類委員会（IATTC） 

最近の動き 

最新の資源評価は、ISC かじき類作業部会によって 2021 年
に実施された。資源評価結果の中央値は、本資源が過剰漁獲さ
れておらず、乱獲状態までは至っていないことを示した。また、
作業部会は、最近 5 年間の漁獲量が減少しており、漁獲死亡係
数 F が最大持続生産量（MSY）を実現する F（FMSY）を下回っ
ていること、将来予測の結果から FMSY を上回らない限り、将来
的に乱獲のリスクが低いことを指摘した。しかし、かじき作業
部会は、レトロスペクティブ解析の結果によると資源評価モデ
ルは資源量を過大評価し、漁獲死亡率を過少評価している可能
性があるとした。資源評価の結果は、同年の ISC 本会合及び
WCPFC 科学委員会で承認された。 

利用・用途 

生あるいは冷凍で港へ運ばれ、刺身用の切り身や冊、ステー
キ用の切り身の状態で流通する。刺身、粕漬け、味噌漬け、惣
菜原料、ステーキ、練り製品、あるいは味噌煮等の缶詰として
食用とされる。 

漁業の概要 

本資源を主対象とする漁業は、熱帯・亜熱帯域の一部の小規
模沿岸漁業で、我が国でも沖縄のひき縄漁業が漁獲している。
また、米国や中米諸国、オーストラリア、ニュージーランド、
日本等のスポーツフィッシングにおいても主要な対象魚とな
っている。しかしながら、漁獲量の大半はマグロ類を対象とし
た、はえ縄漁業やまき網漁業の混獲によるものである。 

本資源の漁獲量は、IATTC と WCPFC によって東西で別々に
集計されているため、太平洋全体で集計されている公的な漁獲
統計は存在しない。そこで、本稿は 2021 年の資源評価で集計
された太平洋全体の漁獲量を示す（図 1）。1990 年代半ばま
での本資源の漁獲の大半は、日本の漁業によるものである。日
本の総漁獲量は 1980 年代から 1990 年代半ばまで 10,000 ト
ン程度で推移していたが、その後、一貫した減少傾向を示し、

2019 年には 1,974 トンまで減少した。一方、1980 年代より台
湾等諸外国・地域による漁獲が徐々に増え始めた。特に、台湾
の漁獲は 2000 年以降我が国の漁獲を上回るようになり、2019
年の漁獲量は 4,605 トンであった。また、その他の国のはえ縄
漁業による漁獲も増えており、2019 年の漁獲量は、5,635 トン
であった。総漁獲量は 1980 年代に 1.5 万トンを超えて以降、
1.5 万～2.5 万トン程度で推移していた。しかし、2014 年に
23,742 トンを漁獲して以降、漁獲量は減少の傾向を示してお
り、2019 年は 16,504 トンであった。我が国においても、本種
はマグロ類を対象としたはえ縄漁業による混獲によって漁獲
されている（図 2）。 

図 1. 太平洋におけるクロカジキの国・地域別漁獲量（1971～2019
年、ISC 2021） 
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図 2. 太平洋におけるクロカジキの我が国の漁法別漁獲量（1971
～2019 年、ISC 2021） 
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生物学的特性 

【資源構造】 
Nakamura（1985）は外部形態の観察により、太平洋及びイ

ンド洋に分布するクロカジキ（Indo-Pacific Blue Marlin Makaira 
mazara）と大西洋に分布するニシクロカジキ（Atlantic Blue 
Marlin Makaira nigricans）は、別種であるとした。しかし、そ
の後の mtDNA 解析の結果、両者に遺伝的な差がないことが示
され（Graves and McDowell 1995、Buonaccorsi et al. 1999）、
国際連合食糧農業機関（FAO）の統計では両者の名称は英名
Blue Marlin、学名 Makaira nigricans に統一された。これらの
研究結果を踏まえ、太平洋全体での資源評価が実施されている。 

 
【分布と回遊】 

本資源は、主として表層水温が 26～30℃程度の暖かい水域
に生息する、熱帯・亜熱帯性の高度回遊性魚類である（Carlisle 
et al. 2017）。したがって、本資源の分布は北緯 25 度から南緯
25 度付近を中心として、北緯 40 度から南緯 40 度の広範にわ
たっていると考えられている（図 3）。また、漁獲率や体長組
成の変化の比較により、季節的に南北回遊を行う可能性があり、
雌 雄の 回遊 パター ンも 異なっ てい ると 考えら れて いる
（Shimose et al. 2012）。しかしながら、既往の標識放流研究
での再捕率は、他の高度回遊性魚類と比較して非常に低く、サ
ンプル数が少ないため、回遊経路についてはっきりとは分かっ
ていない。活動水深帯は主に表層混合層であり、夜間は 10 m
以浅の表層、昼間は、25〜100 m の水深で過ごし、200 m 以深
には滅多に滞在しない（Carlisle et al. 2017）。本資源は主とし
て表中層性の魚類・頭足類を捕食し、捕食の際に吻を使って餌
生物を攻撃することが知られている（Shimose et al. 2012）。
外洋域で成魚の捕食者はほとんど存在せず、幼魚のうちはマグ
ロ・カジキ類や大型の歯鯨類に捕食されることがあると考えら
れる。 

産卵場は、稚魚の分布状況から西経 130 度以西の赤道を挟
む南北 20 度の海域で、赤道付近では少なく、南北に分かれる
傾向が見られる（Nishikawa et al. 1985）。産卵期は、北西太平
洋では 4～6 月、赤道周辺では周年（Nishikawa et al. 1985）、
中部北太平洋で 5～9 月（Hopper 1989）、南緯 15 度のグレー
トバリアリーフ周辺で 11～3 月頃（Skillman and Yong 1976）
という報告例がある。50％成熟体長（眼後叉長）については、

雄で 130～140 cm（Nakamura 1985）、雌では東部太平洋にお
いて 170～180 cm（Uosaki and Bayliff 1999）との報告例があ
る。 

 
【成長と成熟】 

本資源において報告されている最大体長と体重は、雄で下顎
叉長 263.1 cm、体重 170.3 kg、雌で下顎叉長 445.8 cm、体重
748 kg である（Hill et al. 1989）。本資源の年齢と成長は、漁
獲尾数が少なく、特に小型個体の漁獲が稀であることと、耳石
が小さいことから年齢の推定が困難であると考えられていた。
そのため、年齢査定には、主として鰭棘に出現する年輪が用い
られてきたが、輪紋が不明瞭で年輪と偽輪の区別が難しいとい
う問題があった。しかし、近年の研究では、耳石の日輪を読み
取る技術が開発され、若齢魚の年齢査定の精度が向上している
（Shimose et al. 2015、Chang et al. 2020）。 

資源状態 

最初の資源評価は 2013 年に ISC かじき類作業部会の先導の
下、太平洋共同体事務局（SPC）及び IATTC と協力して行われ
た（ISC 2013）。その後、2016 年には資源評価が更新された
（ISC 2016）。これらの資源評価を基に 2021 年、ISC かじき
作業部会は、これまでの設定を大幅に見直した資源評価
（Benchmark stock assessment）を実施した（ISC 2021）。 

今回の資源評価では、新たな成長式が提案され、ISC かじき
類作業部会は、どちらの成長式が妥当であるかを議論した。新
たな成長式は、若齢魚の耳石による日齢査定結果と、大型魚の
鰭棘による年齢推定結果を、若齢魚の急速な成長を考慮した 2
段回成長モデルに当てはめている（Chang et al. 2020）。一方、
これまでの資源評価では、耳石を用いた日齢査定結果から推定
した 1 歳までの成長と、1 歳以上の雌雄別成長に関する過去の
研究（Shimose 2008）のメタ解析結果を併せたものが使用さ
れていた（Chang et al. 2013）。新たな成長式は若齢魚の成長
について改善が見られるものの、大型個体のサンプルが少ない
ため、最大体長を過少評価している可能性が指摘された（図 4）。

図 3. 太平洋におけるクロカジキの分布 

図 4. 資源評価で使用した雌雄別成長曲線 
青線は耳石を用いて新たに推定された成長曲線（Chang et al. 
2020）、黒線はメタ解析によって推定された成長曲線（Chang et 
al. 2013）を示し、丸は雄の成長、菱形は雌の成長を示す。縦軸は
眼後叉長（cm）。 
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そこで、かじき作業部会は、資源評価モデルにこれら 2 つの成
長式を別々に当てはめ、モデル診断を行い、結果の良い方をベ
ースケースモデルとして選択することで合意した。モデル診断
は R0 プロファイル、残差の傾向検査、レトロスペクティブ解
析など複数の項目を実施した（Carvalho et al. 2021）。しかし、
これら 2 つのモデルは同程度に問題点があったため、かじき
作業部会は 2 つの成長式に基づく資源評価モデルをベースケ
ースモデルとする事に合意した。最終的な資源状態は、混合分
布を使用して、それぞれ 1 万回の出力を作成した。さらに、こ
れらの結果を 1 対 1 の比率で結合し、平均と信頼区間を算出
した。 

資 源 評 価 モ デ ル は 、 統 合 モ デ ル の Stock Synthesis 3 

ver.3.30.16（SS3）が使用された（Methot and Wetzel 2013）。
モデルにおける出生時の雌雄の比率は 1 対 1 とし、親子関係
の強さを示すパラメータ（スティープネス）は産卵生態に基づ
き算出された値を使用した（Brodziak et al. 2015）。雌雄別、
年齢別自然死亡係数は、成長式に依存するため、2 つの成長式
に対応する値をメタ解析で推定し、それぞれのモデルに入力し
た（Brodziak 2021）。資源量指数（単位努力量当たりの漁獲量：
CPUE）は、日本、台湾及び米国が標準化 CPUE を提出したが、
米国の標準化 CPUE は他の 2 カ国・地域の CPUE との相関が低
かったため、日本と台湾の標準化 CPUE をモデルに当てはめる
こととなった（図 5）。漁業の選択性を推定するために用いた
体長組成データには、本資源の代表的な漁業として考えられる、

図 5. 資源評価に提出された資源量指数（CPUE）（ISC 2021） 
左上：日本のはえ縄 CPUE（1975～1993 年）、左下：日本のはえ縄 CPUE（1994～2019 年）、右上：米国ハワイのはえ縄 CPUE、右下：
台湾のはえ縄 CPUE。黒丸は標準化された CPUE、黒線は平滑化された CPUE、灰色の塗り潰しは、信頼区間を示す。ハワイの CPUE は、
その他の CPUE との相関が低かったため、資源評価には用いられなかった。 

図 6. SS3 による資源評価結果（1971～2019 年、ISC 2019） 
左：産卵資源量（トン）、中央：漁獲死亡係数、右：加入量（×1,000 尾）。資源評価結果は、二つの成長式で構築した SS3 の結果を混合
分布を用いて、それぞれ 1 万回ずつ出力し、1 対 1 の比率で結合した。青の実戦と青丸は、二つのモデルの平均値、青の塗り潰しは 95％
信頼区間を示す。 
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日本のはえ縄漁業、日本の流し網漁業、台湾のはえ縄漁業、米
国ハワイのはえ縄漁業、東部太平洋のまき網漁業、及びその他
はえ縄漁業が使用された。これらの体長組成データのサンプル
数は上限を 50 とし、モデルとの当てはまりの良さに応じた重
みづけを実施した（Francis 2011）。将来予測は、4 種類のシ
ナリオで実施した（シナリオ 1：2003～2005 年の漁獲圧を想
定。シナリオ 2：MSY レベルの漁獲圧を想定。シナリオ 3：最
近年（2016～2018 年）の漁獲圧を想定。シナリオ 4：F30％の
漁獲強度での漁獲を想定）。 

資源評価の結果、産卵資源量（SSB）は 2000 年代半ばまで
減少した後若干の回復に転じ、最近年である 2019 年は SSBMSY

（20,677 トン）を上回る 24,241 トンであった（図 6、7）。
2013～2019 年の 1～10 歳の漁獲死亡係数は 0.11 から 0.21 で
推移し、2019 年は 0.11（FMSY の約 50％）と推定された（図 6、
7）。加入量は、2018 年を除き、解析を始めた 1971 年以降ほ
ぼ同じ水準で安定していた（図 6）。将来予測の結果は、近年
（2016～2018 年）の漁獲水準は持続可能であることと、FMSY

を上回らない限り、乱獲のリスクが低いことを示した（図 8）。 
これらの結果と近年 5 年間の漁獲量が減少していることを

鑑みて、ISC かじき類作業部会は、資源が乱獲状態に至ってい
ないと結論付けた。しかし、レトロスペクティブ解析の結果に
よると、資源評価モデルは資源量を過大評価し、F を過少評価
している可能性がある。資源評価の結果は、同年（2021 年）
の ISC 本会合及び WCPFC 科学委員会で承認された。なお、本
稿では、近年 5 年の SSB が MSY レベルで推移していることか
ら、資源水準は中位、資源動向は横ばいと判断した。 
 

管理方策 

本資源の保存管理措置は決まっていない。 

図 7. 太平洋におけるクロカジキの F / FMSY と SSB / SSBMSY の推移
（1971～2019 年） 
青丸は Chang et al.（2013）を用いた SS3 による 2019 年の資源状
態を、赤丸は Chang et al.（2020）を用いた SS3 による 2019 年の
資源状態を示す。白丸は二つの結果の平均値である。本資源は管
理目標が決まっていないため、背景の色分けはされていない。 

図 8. 将来予測結果（2019～2029 年、ISC 2016 を一部改変） 
上段：推定された雌の産卵資源量、中断：想定した漁獲死亡係数。下段：期待される総漁獲量（トン）。4 種類のシナリオで将来の資源状
態を推定した。シナリオ 1：2003～2005 年の漁獲圧を想定。シナリオ 2：MSY レベルの漁獲圧を想定。シナリオ 3：最近年（2016～2018
年）の漁獲圧を想定。シナリオ 4：F30％の漁獲圧を想定。 
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クロカジキ（太平洋）の資源の現況（要約表） 

資源水準 中位 

資源動向 横ばい 

世界の漁獲量 
（最近 5 年間） 

14,439～19,535 トン 
最近（2019）年：16,504 トン 
平均：17,440 トン（2015～2019 年） 

我が国の漁獲量 
（最近 5 年間） 

1,900～2,845 トン 
最近（2019）年：1,974 トン 
平均：2,285 トン（2015～2019 年） 

管理目標 検討中 

資源評価の方法 統合モデル（SS3） 

資源の状態 

F2019 / FMSY (age 1-10)= 0.48 
SSB2019 / SSBMSY = 1.17 
SSBMSY = 20,677 トン 
MSY = 24,600 トン 

管理措置 検討中 

管理機関・関係機関 WCPFC、ISC、IATTC 

最近の資源評価年 2021 年 

次回の資源評価年 未定 
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